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緩 和 ケ ア 
26(6 月増刊
号) 

青海社 東京 2016  

（原著）森
田達也 
 

臨床をしなが
らできる国際
水準の研究の
まとめ方－が
ん緩和ケアで
は こ う す る 
醫學研究及論
文撰寫不求人
－提供緩和醫
療案例 

（譯者）台灣
安寧緩和醫學
學會 

 合記圖書
出版社 

台 湾 新
北市. 

2016  

 
 

緩和ケアレジ
デントマニュ

森田達也, 木
澤義 之（監

 医学書院 東京 2016  



62 
 

アル 修）, 松本禎
久, 他（編集） 

 
 

プロの手の内
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木澤義之 
新城拓也 

続  エビデン
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方 
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をどうするか
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トの効果 
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木澤義之 
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続  エビデン
スで解決 
緩和医療ケー
スファイル 

南江堂 
 

東京 2016 p173-
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大谷弘行 家族の臨終に
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の意義や負担
に関する研究 
遺族によるホ
スピス・緩和
ケアの質の評
価に関する研
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宮下光令 
恒藤暁 
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緩和ケアの質
の評価に関す
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ピス・緩和
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振興財団 

東京 2016 p108-
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知っておきた
いがん患者の
心理 

森田達也 プロの手の内
がわかる！さ
じ加減の極意 

南江堂 東京 2016 p350-
357. 

小川朝生 
 

第２章 がん
患者の「から
だ」と「ここ
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鈴木伸一 からだの病気
のこころのケ
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北大路書
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京都市 2016 18-29 

小川朝生 
 

せん妄 森田達也、木
澤義之 

緩和ケアレジ
デントマニュ
アル 
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2016 261-8 

小川朝生 
 

はじめに 小川朝生 そうだったん
だ！認知 症 
治療・ケアが
うまくいかな
いのは認知症
のせい？ 

文光堂 
 

東京都 2016 ⅲ-ⅳ 
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小川朝生 
 

認知症の人を
とりまく問題
問題－「認知
症 ＝ も の 忘
れ」だけでは
ありません！ 

小川朝生 そうだったん
だ！認知 症 
治療・ケアが
うまくいかな
いのは認知症
のせい？ 

文光堂 
 

東京都 2016 1-6 

小川朝生 
 

認知症に気付
く（初診・入院
時） 

小川朝生 そうだったん
だ！認知 症 
治療・ケアが
うまくいかな
いのは認知症
のせい？ 

文光堂 
 

東京都 2016 7-11 

小川朝生 
 

環境調整 小川朝生 そうだったん
だ！認知 症 
治療・ケアが
うまくいかな
いのは認知症
のせい？ 

文光堂 
 

東京都 2016 128-34 

小川朝生 
 

退院支援 小川朝生 そうだったん
だ！認知 症 
治療・ケアが
うまくいかな
いのは認知症
のせい？ 

文光堂 
 

東京都 2016 135-40 

松本禎久 高度認知症に
おける痛みと
痛みのコント
ロール 

武田 雅俊監
修、小川朝生・
篠崎和弘編. 

認知症の緩和
ケア. 

新興医学
出版社 

東京 2015 140-
191 

清水 研 
 

うつ病・適応
障害 

上村恵一・小
川朝生・谷向
仁・船橋英樹 

がん患者の精
神症状はこう
診る向精神薬
はこう使う 

じほう 東京 2015 30-45 

清水 研 
 
 

スピリチュア
ル に 生 か す 
posttraumati
c growth（外傷
後成長）の視
点 

森田達也・木
澤義之・新城
拓也 

続 エビデン
スで解決！緩
和医療ケース
ファイル 

南江堂 東京 2016 142-
146 

里見絵里子 
 

緩和医療 杉原健一 ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝｻﾎﾟｰ
ﾄﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸ大
腸癌 2014 年
版 

医薬ジャ
ーナル 

東京 2015 271-
274 

明智龍男 サイコオンコ
ロジー 

佐藤隆美, 藤
原康弘, 古瀬
純司, 大山優 

がん治療エッ
センシャルガ
イド改訂 3 版 

南山堂 東京 2015 198-
203 

明智龍男 コンサルテー
ション・リエ
ゾン精神医学 

尾崎紀夫, 朝
田隆, 村井俊
哉 

標準精神医学 医学書院 東京 2015 177-
188 
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木澤義之他 
 

はじめてのが
ん疼痛ケア 

木澤義之 はじめてのが
ん疼痛ケア 

メディカ
出版 

大阪 2015 全項 

木澤義之他 
 

緩和ケアの定
義 
緩和ケアを開
始する時期 

木澤義之 
齊藤洋司 
丹波嘉一郎 

緩和ケアの基
本 66 とアド
バンス 44 

南江堂 東京 2015 2-5 
 

木澤義之他 入院患者の痛
みの診かた  

木澤義之 レジデントノ
ート 

羊土社 
 

東京 2015 672-
739 

  宮下光令（編
集）, 森田達
也（ 医学監
修）, 他（薬剤
監修、執筆） 

ナーシング・
グラフィカ成
人看護学 ⑥ 
緩和ケア 

メディカ
出版 

大阪 2015  

  荒尾晴惠, 森
田達也（編集） 

緩和・サポー
ティブケア最
前線. がん看
護 第 20 巻第
2 号（1・2 増
刊号） 

南江堂 東京 2015  

  志真泰夫 ,森
田 達 也 , 他
（編集） 

ホスピス緩和
ケ ア 白 書
2015―ホスピ
ス緩和ケアを
支える専 門
家・サポータ
ー― 

青海社 東京 2015  

森田達也 第Ⅲ章症状マ
ネ ジ メ ン ト 
３．死が近づ
いたとき 

木澤義之, 他
（編集） 

緩和ケアの基
本 66 とアド
バンス 44―学
生・研修医・
これから学ぶ
あなたのため
に― 

南江堂 東京 2015 148-
153 

  森田達也, 木
澤 義 之 , 他
（責任編集） 

緩和ケア臨床 
日々の悩む場
面のコントラ
バーシー. 緩
和ケア  25(6
月増刊号) 

青海社 東京 2015  

森田達也 第Ⅲ章 臨床
腫瘍学の実践 
51. 緩和医 療 
1.疼痛緩和と
終末期医療 

日本臨床腫瘍
学会（編集） 

新臨床腫瘍学
（改訂第 4
版）―がん薬
物療法専門医
のために― 

南江堂 東京 2015 657-
666 

森田達也 , 
他 

  死亡直前と看
取りのエビデ
ンス 
 

医学書院 東京 2015  
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森田達也 5.緩和ケアの
普及啓発・教
育・研究 7)緩
和ケア領域に
おける臨床研
究の現状と課
題 

細川豊史（編
集） 

ペインクリニ
ック 36(別冊
秋号) 

真興交易
㈱医書出
版部 

東京 2015 677-
688 

森田達也 5.緩和ケアの
普及啓発・教
育・研究 8)国
際的に最大規
模の地域緩和
ケア介入研究
が明らかにし
た も の ：
OPTIM-study
の意義 

細川豊史（編
集） 

ペインクリニ
ック 36(別冊
秋号) 

真興交易
㈱医書出
版部 

東京 2015 689-
700 

森田達也 終末期患者の
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小川朝生 認知症・せん妄の緩和ケア 精神科 31(4) 295-301 2017 
小川朝生 せん妄対策が変わってき

た！「DELTA プログラム」
ってどんなもの？ 

エキスパートナー
ス 

33(12) 51-7 2017 

松本禎久 そうなるといいですね． 緩和ケア 26(6 月

増刊） 

23-24. 2016 

松本禎久 Temel 論文のインパクトと現

在 早期からの専門的緩和ケ

ア提供のエビデンス構築を目

指して 

Cancer Board Square 2 65 2016 

平山貴敏・清水

研 

話がまとまらない 医学書院 53 1890-1894 2016 

里見絵理子 診断時からの緩和ケア 国がん中央病院がん

攻略シリーズ 最先

端治療乳癌 

 36-39 2016 

里見絵理子、木

内大佑、西島 

薫 

骨転移の疼痛に対する鎮痛剤

の使い方 

腫瘍内科 18 295-301 2016 

木内大佑、西島 

薫、里見絵理子 

講座 乳癌診療における緩和

治療 

乳癌の臨床 31 399-404 2016 

木内大佑、里見

絵理子 

痛みへの対応～鎮痛薬の使い

分け 

レジデントノート 18 2893-2901 2017 

島田麻美 ,木澤

義之 

【前立腺癌 がん・合併症・有

害事象での薬物治療戦略を総

まとめ】前立腺癌有痛性骨転

移患者の疼痛緩和におけるオ

ピオイドの匙加減 

薬局 67 巻 11

号 

3063-3068 2016 年

10 月 

木澤義之他 【レジデントにとって必須】

今後のことを話しあおう 

レジデント 9巻 7号 96-101 2016 年

7 月 

木澤義之他 がん薬物療法とアドバンス・

ケア・プランニング 

癌と科学療法 43 巻 3

号 

227-280 2016 年

3 月 

明智龍男 

 

認知機能に障害のあるOver80

歳のがん診療の諸問題とその

実際 

Cancer Board 2  267-272 2016 

明智龍男 がん患者の精神症状緩和-サ 泌尿器外科 29 239-244 2016 
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イコオンコロジーの視点から 

坂本宣弘, 奥山

徹, 内田恵,  

明智龍男, 他 

せん妄を併発した時に抗精神

病薬は使用するか？ 

緩和ケア 26 424-427 2016 

伊藤嘉規, 奥山

徹, 明智龍男 

小児がん患者・家族のこころ

のケア 

医薬ジャーナル 52 101-103 2016 

伊藤嘉規, 奥山

徹, 明智龍男 

がん患者や家族へのこころの

ケア-望ましい死（Good Death）

と終末期ケア 

医薬ジャーナル 52 85-86 2016 

垂見明子, 森田

達也, 他 

終末期についての話し合いに

関するがん治療医の意見：質

問紙調査の自由記述の質的分

析 

Palliat Care Res 11(1) 301-305 2016 

森田達也, 他 

 

すっきりしない症状への対応

―どこまでやれば「合格」

か？. 特集にあたって 

緩和ケア 26(1) 4 2016 

上元洵子, 森田

達也, 他 

厄介な直腸テネスムス 緩和ケア 26(1) 30-35 2016 

森田達也, 他 落としてはいけない Key 

article 第 7 回ステロイドは痛

みに効くか？―食欲とだるさ

はよくなるが痛みは変わらず

― 

緩和ケア 26(1) 68-73 2016 

内藤明美, 森田

達也, 他 

Advance Care Planning に関す

るホスピス入院中の進行がん

患者の希望 

Palliat Care Res 11(1) 101-108 2016 

森田達也, 他 落としてはいけない Key 

article 第 8 回死亡直前の持続

的深い鎮静は生命予後に影響

しない―傾向スコアを用いた

解析― 

緩和ケア 26(2) 146-151 2016 

森田達也 抗がん治療の中止と意思決定

に関わる最新のエビデンス 

緩和ケア 26(3) 169-175 2016 

森田達也, 他 落としてはいけない Key 

article 第 9 回粘膜吸収性フェ

ンタニルはタイトレーション

緩和ケア 26(3) 223-229 2016 
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をしなくてもよい？ 

森田達也 終末期の鎮静は安楽死なの

か？議論再び 

がん看護 21(4) 408-411 2016 

森田達也 へえ⤴どうして？ 緩和ケア 26(6 月

増刊号) 

46-48 2016 

岩淵正博, 森田

達也, 他 

終末期医療を患者・家族・医師

の誰が主体となって決定した

かについての関連要因と主体

の違いによる受ける医療や

Quality of Life への影響の検討 

Palliat Care Res 11(2) 189-200 2016 

森田達也 苦痛緩和のため鎮静について

のアドバンスドな知識―質の

高い実践の土台を得る― 特

集にあたって 

緩和ケア 26(4) 248 2016 

森田達也 落としてはいけない Key 

article 第 10 回トラマドール／

コデインはいらないのではな

いか？ 

緩和ケア 26(4) 296-303 2016 

森田達也, 他 抗がん治療をいつまで続ける

か―エビデンスの創出・統合

から実践へ― 

癌と化学療法 43(7) 824-830 2016 

森田達也 終末期医療にもエビデンスを

―意思決定・施策・鎮静につい

て― 

月刊保団連 9 月号

(1223) 

16-23 2016 

森田達也 「その時がいつか」を予測す

る―余命を推定する確かな方

法― 特集にあたって 

緩和ケア 26(5) 322 2016 

森田達也 進行がん患者の予後予測指標

の全体像と今後の展望―余命

の予測はどこまで可能になる

か？ 

緩和ケア 26(5) 323-327 2016 

白土明美, 森田

達也, 他 

時間、日の単位の余命を予測

するための指標たち－「今日

は大丈夫か」「いよいよ今夜

か」を見積もる 

緩和ケア 26(5) 350-355 2016 

高橋理智, 森田 日本と世界のオピオイド消費 緩和ケア 26(5) 367-374 2016 
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達也, 他 量 

森田達也 落としてはいけない Key 

article 第 11 回「スピリチュア

ルペイン」に対するランダム

化比較試験 

緩和ケア 26(5) 379-385 2016 

森岡慎一郎, 森

田達也, 他 

終末期がん患者の感染症診

療：何が医療者の意向の差異

に繋がるか？ 

Palliat Care Res 11(4) 241-247 2016 

森田達也 そろそろ、メサドン？―「4 段

階目」の新規麻薬の実践上の

コツ 特集にあたって 

緩和ケア 26(6) 404 2016 

森田達也, 他 メサドンとは？－基礎知識 緩和ケア 26(6) 405-408 2016 

高橋理智, 森田

達也, 他 

日本のがん疼痛とオピオイド

量の真実第 2 回 世界各国と

日本のオピオイド消費量に関

する研究. 日本のがん患者に

使用されているオピオイドは

本当に少ないのか？ 

緩和ケア 26(6) 445-451 2016 

森田達也 落としてはいけない Key 

article 第 12 回ステロイドが呼

吸困難に効くかを調べたけれ

ばどうしたらいいか？ 

緩和ケア 26(6) 456-461 2016 

清水恵, 森田達

也, 他 

遺族による終末期がん患者へ

の緩和ケアの質の評価のため

の全国調査：the Japane Hospice 

and Palliative Care Evaluation 2 

study (J-HOPE2 study) 

Palliat Care Res 11(4) 254-264 2016 

今井堅吾, 森田

達也, 他 

緩 和 ケ ア 用 Richmond 

Agitation-Sedation Scale 

(RASS)日本語版の作成と言語

的妥当性の検討 

Palliat Care Res 11(4) 331-336 2016 

小川朝生 

 

サイコオンコロジーの立場で

の意思決定とは～これからの

超高齢社会をふまえて～ 

がん看護 21(1) 16-21 2016 

小川朝生 

 

せん妄予防の非薬物療法的ア

プローチ 

医学のあゆみ 256(11) 1131-35 2016 
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小川朝生 

 

「早期緩和ケア」と「診断時か

らの緩和ケア」の問題をその

背景から考える 

 

CANCER  Board 

Square 

2(1) 66-9 2016 

小川朝生 せん妄って何？ 緩和ケア 26(2) 89-93 2016 

小川朝生 現場の取り組みで学ぶ 発達

障害と職場適応に向けたかか

わり方 空気が読めない！ 

看護人材育成 13(1) 103-7 2016 

小川朝生 現場の取り組みで学ぶ 発達

障害と職場適応に向けたかか

わり方 パニックになる！！ 

看護人材育成 12(6) 95-101 2016 

小川朝生 がん治療における精神心理的

ケアと薬物療法 

臨床消化器内科６月

増刊号 消化器がん

化学療法 

31(7) 77-81 2016 

小川朝生 認知症をもつ高齢がん患者の

特徴とアセスメントおよびケ

アのポイント 

がん看護 1＋2 増刊

号 老いを理解し ,

実践に活かす 高齢

がん患者のトータル

ケア 

21(2) 141-4 2016 

小川朝生 意思決定能力 臨床精神医学 45(6) 689-97 2016 

小川朝生 アドバンス・ケア・プランニン

グとはなにか 

Modern Physician 36(8) 813-9 2016 

小川朝生 せん妄に関して最近わかって

きたこと、知っておくべきこ

とー予防的介入がインシデン

トを減らす 

患者安全推進ジャー

ナル 

44 10-6 2016 

小川朝生 急性期病院における認知症対

応 

病院羅針盤 7(84) 11-6 2016 

小川朝生 ぼちぼち 緩和ケアｰ緩和ケア

の魔法の言葉 どう

声をかけたらいいか

わからない時の道標 

26(Sup

pl.JUN

) 

41-2 2016 

小川朝生 がん検診から医療機関受診ま

でのストレスについて 

ストレス＆ヘルスケ

ア 2016 年秋号 

222 1-3 2016 

小川朝生 がん・終末期のせん妄 月刊 薬事 58(16) 65-70 2016 
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小川朝生 がん患者のせん妄に対する対

策 

腫瘍内科 18(5) 408-12 2016 

小川朝生 非薬物療法によるせん妄の予

防 

Progress in  

Medicine 

36(12) 1665-8 2016 

小川朝生 HIV 感染による認知症 臨床精神医学 精神

科・わたしの診療手

順 

45 増刊

号 

471-4 2016 

小川朝生 病棟・ICU で出会うせん妄の

治療 がん・終末期のせん妄 

月刊 薬事 58(16) 65-70 2016 

小川朝生 家族のストレスと支援につい

て 

ストレス＆ヘルスケ

ア 2016 年冬号 

223 1-3 2016 

小川朝生 認知症の緩和ケア 精神神経学会雑誌 118(11) 813-22 2016 
沖﨑歩， 
松本禎久， 
木下寛也，他 

緩和ケア外来受診がん患者
の抱える薬物治療の問題点
と薬剤師の役割. 

日本緩和医療薬学
雑誌 

8 39-45 2015 

松本禎久 精神的苦痛・いわゆるスピリ
チュアルペインによる「身の
置き所のなさ」に対する鎮静
の是非. 

緩和ケア 25
（2） 

120-123 2015 

松本禎久 オピオイドによる副作用か
否かの見極めと発現時の対
応 眠気・せん妄. 

薬局 66
（6） 

1982-1987 2015 

松本禎久 内服できなくなった時の経
口抗てんかん薬. 

緩和ケア 25（6
月増
刊） 

22-25 2015 

松本禎久 ミオクローヌス. 緩和ケア 25
（6） 

513 2015 

清水研 がん患者のケアに生かす心
的外傷後成長の視点. 

心身医学 55 
 

399-404 2015 

清水研 内服できず、予後が週～短い
月の単位と考えられる場合
のうつ病. 

緩和ケア臨床日々
の悩む場面のコン
タラバーシー 

25 115-119 2015 

清水研 がん医療・緩和医療における
うつ病患者への薬物療法の
実際. 

Depression 
Strategy  うつ病
治療の新たなスト
ラテジー 

5 14-16 2015 

清水研 がんサバイバーシップ-精神
腫瘍科の立場から- 

Monthly Book 
MEDICAL 
REHABILITATIO
N 

191 7-11 2015 

里見絵里子 

 

内服・貼付剤で行うがん性痛

管理‐がん性痛の薬物療法：

ペインクリニック 
36 425-434 2015 
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オピオイドを中心に‐ 

里見絵里子 コルチコステロイド投与の

実際-悪性消化管閉塞に対す

る薬物療法のコントラバー

シー- 

緩和ケア 
25 395-397 2015 

里見絵里子、木

内大佑、 

西島薫 

がんに伴う症状の緩和 

 

レジデント 
8 62-68 2015 

里見絵里子、西

島薫、 

木内大佑 

がん疼痛緩和薬（フェンタニ

ル速放性製剤） 

関節外科-基礎と臨

床-別刷 
 211-217 2015 

明智龍男 患者の自殺を経験した医療
スタッフのケア（ポストベン
ション） 

臨床栄養 127 618-619 2015 

明智龍男 現代のがん医療院おけるサ
イコオンコロジーの役割-が
んと共に生きる時代を背景
に 

Depression 
Strategy 

5 1-4 2015 

明智龍男 身体疾患とうつ病 精神科 26 409-412 2015 

明智龍男 がん患者に対する自殺予防
の実践 

精神科治療学 30 485-489 2015 

明智龍男 特定の場面におけるうつ状
態への対応 

内科 115 241-244 2015 

明智龍男 仕事人の楽屋裏 緩和ケア 25 74-75 2015 

稲垣正俊, 
明智龍男 

がん患者のうつ病・うつ状態
の病態 

総合病院精神医学 27 2-7 2015 

岸野 恵,  
木澤 義之 

大学病院入院中のがん患者
の突出痛の頻度に関する予
備調査 

Palliative Care 
Research 

10 巻 3
号 

155-160 2015 

白土 明美, 木
澤 義之 

ホスピス・緩和ケア病棟の入
院予約と外来機能に関する
全国実態調査 

癌と化学療法 42 巻 9
号 

1087-1089 2015 

山本 亮,  
木澤 義之 

PEACE 緩和ケア研修会を
受講したことによる変化と
今後の課題 フォーカスグ
ループ・インタビューの結果
から 

Palliative Care 
Research 

10 巻 1
号 

101-106 2015 

山口 崇,  
木澤 義之 

【悪性消化管閉塞にどう対
応する?どうケアする?】 悪
性消化管閉塞とオクトレオ
チド これからの議論のた
めの背景知識 

緩和ケア 25 巻 5
号 

366-370 2015 
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木澤 義之, 山
口 崇,  

【緩和医療の今】包括的アセ
スメント これからのこと
を話し合う アドバンス・ケ
ア・プランニング 

ペインクリニック 36 巻別
冊秋 

S613-
S618 

2015 

Author：長谷
川  貴昭 (岐阜
市民病院 呼吸
器・腫瘍内科), 
木澤 義之 

急性期病棟での看取りにお
ける信念対立 終末期せん
妄を発症したがん患者と家
族への医療スタッフの関わ
り 
 

死の臨床 38 巻 1
号 

115-116 2015 

木澤 義之 
 

【誰も教えてくれなかった
緩和医療-最新知識と実践】 
がん緩和医療 症状緩和と
エンド・オブ・ライフケア 

臨床泌尿器科 69 巻 9
号 

706-709 2015 

木澤 義之 
 

アドバンス・ケア・プランニ
ング "もしもの時"に備え、
"人生の終わり"について話
し合いを始める 

ホスピスケアと在
宅ケア 

23 巻 1
号 

49-62 2015 

木澤 義之 
 

【現場で活用できる意思決
定支援のわざ】 アドバンス・
ケア・プランニングと意思決
定支援を行うためのコツ 

緩和ケア 25 巻 3
号 

174-177 2015 

森田達也 レスキュー薬再考―しっか
りとした知識をもとに― 

緩和ケア 25(1) 12-17 2015 

山口崇, 
森田達也, 
木澤義之 

ちょっと待った！！口腔粘
膜吸収性フェンタニル製剤
の“その使い方” 

緩和ケア 25(1) 43-46 2015 

森田達也 落としてはいけない Key 
article 第 1 回ケタミンに関
する最大規模の比較試験 

緩和ケア 25(1) 54-57 2015 

阿部泰之, 
森田達也, 他 

ケア・カフェが地域連携に与
える影響―混合研究法を用
いて― 

Palliat Care Res 10(1) 134-140 2015 

森田達也 「身の置き所のなさ」－概念
とその変遷 

緩和ケア 25(2) 90-95 2015 

森田達也 安楽死・医師による自殺幇助
－緩和ケアの臨床家が知っ
ておくべき知識 

緩和ケア 25(2) 124-129 2015 

森田達也, 他 落としてはいけない Key 
article 第 2 回消化管閉塞に
対するオクトレオチドの検
証試験－有効性を示せず－ 

緩和ケア 25(2) 152-158 2015 

森田達也 特集  がん疼痛とオピオイ
ド. 実践で使える投与設計
と患者対応のスキル. 特集
にあたって 

薬局 66(6) 13 2015 
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山岸暁美, 
森田達也, 他 

終末期がん患者に在宅療養
移行を勧める時の望ましい
コミュニケーション 多施
設遺族研究 

癌と化学療法 42(3) 327-333 2015 

山岸暁美,  
森田達也, 他 

「在宅の視点のある病棟看
護の実践に対する自己評価
尺度」の開発および信頼性・
妥当性の検証 

看護管理 25(3) 248-254 2015 

森田達也 落としてはいけない Key 
article 第 3 回輸液の効果に
関する 20 年にわたる積み重
ねの比較試験 

緩和ケア 25(3) 222-227 2015 

金石圭祐,  
森田達也, 他 

終末期がん患者の不眠に対
するフルニトラゼパム単回
皮下投与の有効性について 

Palliat Care Res 10(2) 130-134 2015 

山脇道晴, 
森田達也, 他 

ホスピス・緩和ケア病棟にお
けるご遺体へのケアに関す
る遺族の評価と評価に対す
る要因 

Palliat Care Res 10(2) 101-107 2015 

森田達也, 他 特集にあたって 認知症の
あるがん患者の緩和ケア 

緩和ケア 25(4) 264-265 2015 

森田達也 落としてはいけない Key 
article 第 4 回倦怠感に対す
る精神賦活薬の比較試験の
積み重ねでみえてきた緩和
ケアにおけるプラセボ効果・
ノセボ効果の役割 

緩和ケア 25(4) 318-323 2015 

岸野恵,  
木澤義之, 
森田達也, 他 

大学病院入院中のがん患者
の突出痛の頻度に関する予
備調査 

Palliat Care Res 10(3) 155-160 2015 

森田達也 耳鼻咽喉科の疾患・症候別薬
物療法 がん疼痛 

JOHNS 31(9) 1372-1374 2015 

森田達也 落としてはいけない Key 
article 第 5 回「やめどき」
研究 高脂血症治療薬はいつ
まで続けるべきなのかに関
する大規模無作為化比較試
験 

緩和ケア 25(5) 434-438 2015 

白土明美, 
森田達也,  
木澤義之, 他 

ホスピス・緩和ケア病棟の入
院予約と外来機能に関する
全国実態調査 

癌と化学療法 42(9) 1087-1089 2015 

山脇道晴,  
森田達也, 他 

遺体へのケアを看護師が家
族と一緒に行うことについ
ての家族の体験と評価 

がん看護 20(6) 670-675 2015 

山脇道晴,  
森田達也, 他 

ホスピス・緩和ケア病棟で行
われているご遺体へのケア

Palliat Care Res 10(3) 209-216 2015 
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に関する遺族の体験と評価
－自由記述における内容分
析 

森田達也 
（プラン） 

緩和ケア特集オピオイド疼
痛管理 up-to-date 

プロフェッショナ
ルがんナーシング 

5(5) 39 2015 

清水恵, 
森田達也, 他 

受療行動調査における療養
生活の質の評価のための項
目のがん患者における内容
的妥当性と結果の解釈可能
性に関する基礎的検討 

Palliat Care Res 10(4) 223-237 2015 

森田達也 苦痛緩和のための鎮静と安
楽死のグレーゾーン－国際
的な議論、再び 

緩和ケア 25(6) 504-512 2015 

森田達也 イベント前パルス療法 緩和ケア 25(6) 519-520 2015 

森田達也 落としてはいけない Key 
article 第 6 回 Liverpool 
Care Pathway 騒動が警告
するエビデンスの裏づけの
ない施策の危険性 

緩和ケア 25(5) 526-531 2015 

森田達也, 他 抗がん剤治療期の緩和ケア 
治療中止時期における意思
決定支援 

消化器外科 38(13) 1859-1868 2015 

大谷弘行 病院あげての意思決定支援
推進プロジェクト～医療者
が困難を感じるポイントと
は～. 

看護管理 

 

25 134-138 2015 

大谷弘行 薬剤師が知っておきたいが
ん患者の心理. 

薬局 

 

66 98-102 2015 

大谷弘行 FAST FACT<3> 怒り. 緩和ケア 25 56 2015 

大谷弘行 がん患者へのケアのコツ 食
べられない時のアセスメン
ト 悪液質と思ったらそうで
はなかった 

緩和ケア 

 

25 300-303 2015 

 


